
早いもので今年も「師走」，朝晩の寒さが厳しくなってきました。先日まで紅葉で深紅・黄金に輝いていた「陽南の

森」もすっかり冬の装いです。 

さて，今年もあと残すところ数日となりました。皆様の平成２９年はどんな年だったでしょうか。今年

の出来事を振り返り，お子さんの成長の跡を確認し，来年のめあてを決めましょう。 

来年の干支は，「戌」(いぬ)です。戌年生まれの性格は，正直で頭脳明晰で正義感のあるタイ

プです。人の話もじっくり良く聞き，人付き合いにも長けています。また，どんな時も，節度を守って行

動することを心得ています。この干支の人は，心が優しく，他人の問題も自分のことのように親身に

なって相談に乗るので，誰からも信頼されます。戌（いぬ）年生まれの人は，どんな時も他人を責め

たりしません。また，子供の頃から，相手の善悪を見分けるひらめきを持っています。 

また戌年生まれの人は，常に頼れる人を持っています。自分で解決できない問題に直面しても，必ず，援助してくれ

る人が現れます。この年生まれの人は，リーダーとして上に立つより，サブリーダーとして支えるほうが実力を発揮できる

タイプと言われています。 

以上が戌年の人の蘊蓄です。参考になりましたか。 

今年一年間大変お世話になりました。よい年をお迎えください。 

  

 

 

 

 

 

★陽南地域学校園 特別の教科 道徳 授業研究会★ 

 １２月１５日陽南地域学校園において，『特別の教科 道徳 授業研究会』が行われました。 

 研究主題は『「主体的に学び，よりよい生き方についての考えを深める児童・生徒の育成」～「考え，議論する道徳科」

を目指して～』として，昨年度より研究を進めてきました。 

 １２月１５日の４校時は，陽南小学校をはじめ陽南地域学校園にある緑が丘小・横川西小・陽光小において，一斉に道

徳の公開授業が行われました。本校では，６年２組で主題名【きまりを守る】教材名「図書館員のなやみ」の道徳の授業

が，髙橋 陽香教諭の指導により行われました。市内の小中学校より約３０名の参観者の中，授業が展開されました。 

午後は，陽南中学校に会場を移し，中学１・２年生の道徳の公開授業が行われました。公開授業の後，陽南中学校体育

館において全体会が行われました。 

 新学習指導要領が平成３２年度より完全実施されるにあたり，宇都宮市においては「生きる力」「自ら考え判断する力」

を育むため，特別の教科道徳の授業は，前倒しして平成３０年度より先行実施となります。 

 また，平成３０年度より外国語活動も導入されます。５・６年生は週２時間，３・４年生は週1時間，１・２年生は，

年間１０時間の実施です。これらの外国語活動に関する取組も， 道徳の教科化同様，前倒しして先行実施となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [6 年2 組の道徳 公開授業の様子1]        [6 年2 組の道徳 公開授業の様子2]         [6 年2 組の道徳 公開授業の様子3]  

陽南小学校学校だより 
Ｈ２9．１２．18 
第7 号 
発行者 
校長 石坂 典久  

学校ホームページ 
h t t p : / / w w w . u e i s . e d . j p / s c h o o l / y o n a n 
携 帯 電話 ・ S P か ら も ご覧 にな れま す 。  
バ ー コー ドリ ーダ ー機 能で 読み  
取 っ てご 覧く ださ い。  

今年一年大変お世

話になり，ありがと

うございました。 

来年も何かとお

世話になります。

どうぞ宜しくお

願いいたします。 



★  人 権 週 間 ★【１１/２７～１２/２】  

１１月２７日から１２月２日は，人権週間です。11月27日の朝会では，校

長講話がありました。講話の題は「ひとつのことば」です。人権とは「誰

もが幸せになる」ことであり，まず自分の話すことばを大切にしようとい

う内容でした。講話中で引用した北原白秋の詩を掲載します。 

 人権週間では，校内放送で「人権に関する作文」の発表，あいさつに一

言プラス(例)「おはようございます＋○○ですね」等，人権感覚を高揚さ

せる活動を行いました。今後も教育活動全般において，人権を意識した教

育活動を展開してまいります。 

 なお，12月10日は，「世界人権デー」であったことを申し添えます。 

 

★黄 ぶ な  作 り★～宇都宮の伝統文化～ 

３年生は，宇都宮の伝統文化である「黄ぶな」について学びました。黄ぶなは，宇 

都宮市の郷土玩具（おもちゃ）です。子供たちは，講師の先生から黄ぶな伝説につい

て話を聞きました。地元の伝説を興味深く聞いた後は，いよいよ黄ぶなの制作。みん

な夢中になって作りました。宇都宮市の伝統文化について楽しく勉強することができ

ました。 

【なんで 黄ぶな なの？～黄ぶな伝説(昔話より)～】 

昔，天然痘というと～～っても，と～～っても，こわい病気さ，流行ったんだと。村人 

は，早く病気さ直してくれますよに，って神様に祈ったんだと。ある時，村人が，黄色い 

フナさ田川で釣ってな，ほんで，病人に黄ぶなの身を食べさせたんだわな。ほだら，まぁ， 

すっかり病気さ治ったんだと。でも，黄ぶなを釣るのは難しいから，黄ぶなのおもちゃさ， 

こさえたんだわ。それ以来，黄ぶなを病気除けとして軒下に吊るしたり，神棚に供えたり 

したんだと。おしまい。 

 

★南 チ ャ レ★ 

健やかな体づくりの一環として，本校では食育を兼ねた運動プログラ 

ムを実施しています。名付けて「南チャレ」。 

体育館において，前回の「南チャレ サーキット」に引き続き給食委員 

会主催によるダンス教室が，希望者に対して実施されました。昼休み， 

音楽に合わせてみんなで楽しく体を動かし，体育館に元気な声が響き渡 

りました。 

 

★長縄チャレンジ★ １１/２２ 

１１月２２日昼休み，運動委員会主催の長なわ大会が行われました。 

長なわ大会に向けて，各学級で練習を積んできました。クラス全員が３分間に 

長なわの８の字跳びを行い，どれだけ多く跳べるかを競いました。晩秋の空に， 

元気な声が響き渡りまた。 

★親 学 出 前 講 座★ １２/２ 

   １２月２日は，オープンスクールでした。２・３校時は授業参観でしたが，授業参観の前に親学出前講座を実施し 

 ました。今回は「情報化社会と子供たち」と題し，市教センター 大島 昌幸先生のご講話により，研修を行いました。 

   ＰＣ・携帯電話やスマートフォン等，急速な進展を遂げている情報化社会において強い影響を受けている児童がい 

る中，学校としての対応を知るとともに，保護者・家庭としてどう対応していったらよいのかなど学ぶことができまし 

た。その中でも改めて，宇都宮市教育委員会・市PTA連合会が提案している「スマホケータイ宮っ子共同宣言」が取り 

上げられ，確認をしました。※「スマホケータイ宮っ子共同宣言」は，本校ＨＰメニューから見ることができます。 

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

※ホームページの「陽南小の一年間(H29)」で，日々の学校の様子をお知らせしています。どうぞご覧ください。 


